日本地震工学会
大規模津波からの避難における諸問題に対する工学的検討手法
およびその活用に関する研究委員会
第１回会議　議事録
1.　日　時：2018年7月9日（月）　10：00～12：00
2.　場　所：日本工営(株) 九段オフィス 中庭棟会議室
3.　出席者：甲斐、仲村、有川、生田、小山（W）、後藤、高田、村上(W)、山本、佐藤
4.　資　料：
資料1-1：第一回会議レジメ
資料1-2：委員名簿
資料1-3：予備会議議事録
資料1-4：小委員会活動計画概要
（別途配布資料：前回委員会報告書）

5.議事内容：
5.1　委員長挨拶（甲斐委員長）・委員紹介
· 前委員会に引き続き、2部会体制で研究を推進したい。
· 前委員会報告書でまとめた今後の課題をベースに，新規委員会の落としどころのイメージとそれに向けてのロードマップを本日議論したい。

5.3　前委員会成果概要報告
· 避難部会は、有川委員を中心とした中土佐町への対応と、後藤委員を中心とした七ヶ浜町・多賀城市の分析を実施した。
· シミュレーション部会は、今後の研究への端緒として論文の収集整理を実施した。
· 評価方法の確立、訓練方法の体系化、避難学の確立等が主要な課題である。
· 一般への報告会をするところまで来ていないので、学会HPで報告書を公開し、委員会としての責務を果たす。

5.4　本委員会の検討方針（討議） 
· 避難行動を評価するための数理モデルの体系化を試みたい．構築した避難シミュレータ（ソースコードと解説書）を委員内で公開する用意はある。シミュレーションの中身をきちんと理解した上で、数理モデルの比較、体系化を議論するための委員会内での共通プラットフォームとして利用できればよい。次回委員会までにコードと解説書を配布する（希望者に送付⇒ＭＬでの送信はしない）。
· 七ヶ浜町・多賀城市の分析は、まだ不十分であるためシンポジウム等のネタにする段階ではない。
· 第17回世界地震工学会議（2020年 仙台市）で各種ブラインドテストを実施する予定である。テストにおける実地データとして、後藤委員が収集・整理しているバンダアチェ（２０１２）の避難データが使用できるのではないか（当日後藤委員より論文送付済）。
· ブラインドテストを行うには、V&Vでチューンしたコードを使用する必要があるのではないか。ただV&Vには一定の手間を要するので、チューンを前提とすると参加者が少なくなる可能性がある。
· 実務の中で避難シミュレーションが活用されるシーンが減ってきていると感じる。この原因の一つとしてシミュレーション結果の活用方法が明確になっていないことが挙げられる。
· シミュレーション結果の活用は、中土佐町への取組で検討できないか。
· 岩手日報のインタビュー調査結果（住所、最期に確認された場所、何をしていたか、亡くなった場所、年齢、性別等）を委員で共有することは可能である。
· 避難シミュレーションでパラメータを決めきれない場合がある。このような場合に対応するサンプルデータがあるとよいのではないか。
· 避難訓練方法の体系化には相当なレビューが必要ではないか．
· 避難シミュレーションの住民側のニーズはよりきめ細かいところ（地区レベルでの状況等）にあると思われる。
· 避難シミュレーションをコンサル業務で実施すると数百万単位の費用が必要となり、その成果をどのように活かせるか明確になっていない現状では自治体も二の足を踏むのもやむを得ない。コストゼロで実施できる学会が対応することが現時点で一番良いのではないか。
· 浸水危険地域にある学校の防災教育に関するアンケートをとることもあるのではないか。県の教育委員会やモデル校を調べることは可能である。また学校の教員が対象であれば、インターネットによるアンケート調査も可能ではないか。
· 避難実態の調査方法の体系化（統一化、しくみづくり）が必要ではないか。東日本の際は一定の統一が図られていた。
5.5　主な合意事項
· 避難部会の検討内容は有川部会長が項目出しを、普及部会の内容は甲斐委員長と仲村副委員長が方向性を検討し、次回委員会で提示する。
· 委員会メンバー構成およびメーリングリストの扱いは、今後生じる各種作業に対する対応を踏まえ検討するが、本委員会は津波避難に関する貴重なコミュニティであることも鑑み、ある程度間口を広くしておく必要がある。
5.6　次回予定

· 次回委員会は9/10（月）午後とする。会場は調整後幹事より連絡する。
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